

東京工業大学　オープンファシリティセンター分析部門（大岡山）
セルフユーザー新規利用申込書
	申請者
	申込日:        年    月　　 日

	氏　名：
身分（学籍番号）：　　　　　　　（            ）
	学　院：
系・コース：

	内線：
	E-mail：
	titech.ac.jp


 責任者（申請者の部門利用について下記*に示す責任を負うこと）
	氏 名：
役 職：
	学　院：
系・コース：

	内線：
	E-mail：
	titech.ac.jp


利用内容
	利用希望装置：
	· H-7650 (TEM)
· JSM-7500F (FE-SEM)

	利用希望日時：
	第１希望
	
	年
	
	月
	
	日
	
	時

	
	第２希望
	
	年
	
	月
	
	日
	
	時

	
	第３希望
	
	年
	
	月
	
	日
	
	時

	研究室のセルフユーザー
	□ いる
	□ いない

	電子顕微鏡用試料の作製
	□ できる
	□ できない


	試料名：

	分析の目的、内容および試料詳細をお書きください。
試料の状態については、必要に応じて画像ファイル等を利用して詳しく記載してください。
お申し込みは統合設備共用システムに入って、予約管理＞セルフ利用講習に進み、
設備名称：Inquiry Counter-MA_O-OFCを選択し、作成したファイルを添付してお申し込みください。



	参考文献： 




セルフユーザー自身が守らなくてはいけないこと
1. 装置の利用開始、終了時には必ず部門職員に連絡して確認を受けること。
2. 災害等発生時は、部門職員の指示に従うこと。
3. X線発生装置のユーザーとなる場合には、本学主催の放射線取扱者のための教育訓練C区分を受講すること。
4. ライセンスは本申請者のみ有効とし、子ユーザーを作らないこと。また与えられたライセンスにより、当部門の設備を利用して他機関や他研究室の依頼を受けないこと。
5. ライセンスの有効期限は登録年の年度末までとする。年度を超えて使用する場合には翌年度の更新連絡に対して手続きを行うこと。更新手続きのされない場合は失効とする。
6. PC内に残されたデータは定期的に消去するので、自身で管理をすること。また部門管理下のPCへのソフトのインストールや、定められた場所以外へのデータ記録は行わないこと。PC上および部屋内でのデータ消失に関して、当部門は一切の責任を負わないものとする。
7. 利用装置に異常が起きた時には、すぐに装置担当者に連絡し指示に従うこと。
8. 利用予約後の無断キャンセルは他のユーザーに多大な迷惑がかかるので絶対にしないこと。
    上記に反する、もしくは利用マナーが悪いと認められた場合には、研究室単位での利用停止
    の措置を執ることがあります。

*責任者におかれましては
9. 利用者が誤操作を行うなど、講習内容を超えた解釈により装置が故障するに至った場合は、責任者には現状復帰に必要な費用を負担して頂きますこと、ご承知おきください。
10. 利用者に起因する故障や、研究室単位での利用停止に関しては責任者へも連絡を致します。その際には利用者だけの問題とはせず、責任者としてのご対応をお願い致します。
注：利用機器毎，ユーザー毎に申請して下さい。
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